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コ ブ オ オ ニ ジ ュウ ヤ ホ シ テ ン トウの 温 度 反応1

池 本 始2

三重大学 農学 部

コブオオニ ジュウヤホ シテ ン トウの活動性に関す る研

究 は全 くない。私は種々の温度に応ず る行動 について調

査 する機会 を得 たので ここに報告す る。

本 文にはい るに さきだち,研 究上非常な便宜 を与え ら

れ た本 学の山下善平助教 授に感謝の意 を表す る。

実験材料お よび方法

1954年5月27日(♀4, ♂5)お よび7月28日

(♀3, ♂3),群 馬県谷川岳 の山 ろ くで採集 した越冬後 の

成虫をそれぞれ採集 の翌 日,三 重大学農学部で実験 に供

した。比較 のため同年7月28日 に長野県伊那市 で採集

したオオニ ジュウヤホシテン トウの越冬後 の成 虫(♀5, 

♂5)の 温度反応 も調べた。

実験 方法はニ ジュウヤホ シテ ン トウ の 場 合(池 本,

1955)に 準 じたが,0.5℃ まで下げ た点が違 ってい る。

実験結果 ならび に考察

温度上昇 に伴 う行動の指標 として次 に述べ る6段 階を

選んだ。いずれ も95%の 信頼度で母集団平均値 の含 ま

れ る範囲 を推定 した。

微動(♀1.3～7.8℃, ♂3.7～8.3℃)静 止状態 に

あ った成虫は この温度 にな ると触角や脚 な どの部分的運

動 を始め る。

歩行開始(♀7.3～14.8℃, ♂9.5～13.2℃)前 段

階の部分的運動は全身的 とな り,つ いにゆるやか な歩行

が始 まる。

興 奮(♀25.5～30.2℃, ♀20.4～29.6℃)こ の温

度にな ると頭部 を伸ば して活発 に運動す る。 この とき触

角や下 しんひげの振動は激 しい。

苦 もん(♀32.2～35.1℃, ♂30.9～32.8℃)活 動

はますます活発 とな り,そ の うち転げ なが ら歩行 し,と

きどきはね を広げた りす る。

歩行不能(♀40.2～42.4℃, ♀40.2～42.3℃)苦

もんが更 に進む と体の運動 も微弱 とな り歩行不能 にいた

る。

熱死(♀39.1～46.3℃, ♂41.3～42.8℃)体 の部

分的運動 は全 く停止 す る。 これ を室温に12時 間放 置 し

たが回生す るものはなか った。

雌 と雄 とについて温 度反応の結 果を比較 してみ ると,

微動 開始 はそれ ぞれ1.3～7.8℃, 3.7～8.3℃ で雌のほ

うがやや低 い 温度 で 開始 され る傾 向があ るが,大 差な

い。興奮 はそれ ぞれ25.5～30.2℃, 20.4～29.6℃ で雄

のほ うが低温 で起 こる傾向 があ るが,こ れ も大差ない。

正 常活動範囲(歩 行開始～興奮)は それぞれ16.8℃, 

13.6℃ で雌のほ うが雄 よ りも広い。 苦 もんの起 こる温

度は雌(32.2～35.1℃)の ほ うが雄(30.9～33.8℃)

よりも高い傾 向があ るが大差ない。歩行開始,歩 行不能

お よび熱死はほ とん ど変わ らなか った。

次に伊那市の オオ ニジュウヤホシテン トウとい くつか

の活動段 階について比較 してみ ると第1表 の とお りであ

る。本 表の各温度は中央値を とった。

第1表 コブオオニ ジュウヤホシテ ン トウとオオニ

ジ ュウヤホシテン トウの活動段階 と温度

いず れ の活 動 段 階 も両 者 間 に大 差 な い こ とが わ か る。

オ オ ニ ジ ュウ ヤ ホ シテ ン トウは ニ ジ ュウ ヤ ホ シ テ ン ト

ウ(池 本,1945, 1955)よ りも低 温 活 動 性 だが,コ ブ オ

オ ニ ジ ュ ウヤ ホ シテ ン トウ も ニ ジ ュウ ヤ ホ シ テ ン トウ に

対 して 同 様 の こ とは い え よ う。 これ は コ ブ オ オ ニ ジ ュウ

ヤ ホ シ テ ン トウ と オ オ ニ ジ ュウ ヤ ホ シ テ ン トウは ニ ジ ュ

ウ ヤ ホ シ テ ン トウに 対 し対 照 的 な 分 布 を示 す こ とか ら も

示 唆 され る。
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